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原
発
住
民
投
票

賛
否
は
無
印縣

市

長

選

大
阪
市
と
東
京
都
で
原
発
の

是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
目
指

し
て
い
る
市
民
団
体

「
み
ん
な

で
決
め
よ
う

『原
発
』
国
民
投

票
」

（事
務
局

。
東
京
）
は
、

投
票

へ
の
賛
否
を
問
う
公
開
質

問
状
を
、
大
阪
市
長
選
に
立
候

補
予
定
の
平
松
邦
夫
市
長
と
橋

下
徹
前
知
事
に
送

っ
た
。
６
日

付
で
、

１３
日
の
告
示
ま
で
の
回

答
を
求
め
て
い
る
。　
　
　
　

ヽ

大
阪
市
は
関
西
電
力
の
筆
頭

株
主
、
東
京
都
は
東
京
電
力
の

株
主
。
質
問
状
で
は
、
住
民
投

票

へ
の
賛
否

や
そ
の
理
由

、

市
長

に
な

っ
た
場
合

に
ど
う

行
動

す
る
か
な
ど
を
尋

ね
て

い
る
”

住
民
投
票
を
実
施
す
る
条
例

の
直
接
請
求
に
は
有
権
者
の
５０

分

の
１
以
上
の
署
名
が
必
要

で
、
同
団
体
は
署
名
集
め
を
１２

月
１
日
か
ら
始
め
る
予
定
に
し

て
い
る
。
住
民
投
票
で
は
関
電

や
東
電
が
持
つ
原
発
の
稼
働
の

是
非
を
問
い
た
い
考
え
だ
。

（大
谷
聡
）

カ
ジ
′
誘
致
構
想

広
域
連
合
で
協
議

研
究
会
が
初
会
合

カ
ジ
ノ
や
劇
場
な
ど

「統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
」
の
誘
致
を
考
え

る
関
西
広
域
連
合
の
研
究
会
の

初
会
合
が
７
日
、
京
都
市
内
で

開
か
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
後

に
激
減
し
た
外
国
人
観
光
客
ら

の
集
客

へ
の
期
待
と
、
治
安
や

教
育

へ
の
懸
念
が
交
錯
す
る
話

し
合
い
の
始
ま
り
と
な

っ
た
。

大
阪
府
の
カ
ジ
ノ
誘
致
検
討

会
座
長
の
橋
爪
紳
也

・
大
阪
府

立
大
２．
世
紀
科
学
研
究
機
構
教

授
ら
が
、
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
を

経
済
成
長
の
起
爆
剤
と
位
置
づ

け
る
検
討
会
の
素
案
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
の
導
入
例
を
報
告
。

「経
済
効
果
は
関
西
全
体
に
波

及
す
る
」
と
述
べ
た
。　
一
方
、

兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
連

合
会

の
自
石
武
大
会
長
ら
は

青
少
年
に
及
ぼ
す
影
響
や
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症

へ
の
懸
念
を
表

明
し
た
。

研
究
会
は
検
討
結
果
を
来
年

１
月
に
ま
と
め
、
２
月
に
定
め

る

「関
西
観
光

・
文
化
振
興
計

画
」
の
最
終
案
に
反
映
さ
せ
る

予
定
。
　
　
　
　
　
（岡
見
理
沙
）

新
宮
が
初
優
勝

近
畿
高
校
軟
式
野
球

秋
季
近
畿
地
区
高
校
軟
式
野

球
大
会

（
近
畿
地
区
高
校
野
球

回
答
絶
妙
生
協
の
江
口
さ
ん

関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
（吹
田
市
）
の
食
堂

「デ
ィ
ノ

ア
」
を
利
用
す
る
学
生
ら
の
質

問
に
答
え
る

「
ひ
と
こ
と
カ
ー

ド
」
。
メ
ニ
ュ
ー
の
要
望
に
と

ど
ま
ら
ず
、
恋
愛
や
バ
イ
ト
な

ば
麟
報
は
酬
”
献
願
漱
羅
鍋
鋳

が
返
す
機
知
に
あ
ふ
れ
た
回
答

が
、
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

Ｑ
　
最
近
、
お
酒
を
飲
む
機

会
が
増
え
た
の
で
す
が
、
そ
の

た
び
に
生
命
の
危
機
を
感
じ
ま

す
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
　
あ
な
た
の
感
じ
る
危
機

と
は
、
酔

っ
た
自
分
自
身
の
状

態

に
対
す
る
も
の

で
し

ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
、
酔

っ
た
あ
な

た
の
置
か
れ
た
状
態
に
対
す
る

も
の

で
し

ょ
う
か
。
前
者

な

ら
、
お
飲
み
に
な
る
の
を
や
め

な
さ
い
。
後
者
な
ら
、
お
飲
み

に
な
る
仲
間
を
替
え
な
さ
い
。

優
し
い
言
葉
を
か
け
る
わ
け

で
は
な
い
。
か
と
い

っ
て
見
捨

て
る
わ
け
で
も
な
い
。
絶
妙
の

距
離
感

で
論
理
立

て
て
答
え

る
。
寄
せ
ら
れ
る
質
問
は
月
に

戸

騰

聖
土

る
。
卒
業
後
も
デ
ィ
ノ
ア
を
訪

れ
て
質
問
す
る
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が

い
る
ほ
ど
、
フ
ァ
ン
は
多
い
。

５０
～
６０
件
。
３
分
の
２
は
生
協
　
　
Ｑ
　
女
な
の
に
声
が
低
い
の

の
業
務
外
の
悩
み
相
談
で
、
江
　
が

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
す
。
や

口
さ
ん
が
回
答
を
担
当
し
て
い
　
っ
ば
り
女
性
は
可
愛
い
声
の
方

学
生
と

一
緒
に

「
ひ
と
こ
と
カ
ー
ド
」
を
読

み
込
む
江
口
さ
ん

（有
）
＝
吹
田
市
の
関
大

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、
村
田
早
希
撮
影
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が
良
い
で
す
よ
ね
。

Ａ

　

″
女
は
か
わ
い
い
方
が

良
い
″
と
い
う
価
値
観
に
と
ら

わ
れ
て
い
る
限
り
、
仮
に
あ
な

た
の
声
が

″
可
愛
い
声
″
に
な

っ
た
と
し
て
も
、

〈
可
愛
い
服

装
〉

〈
可
愛
い
顔
〉

〈
可
愛
い

し
ぐ
さ
〉

〈
可
愛
い
か
ら
だ
〉

等

々
…
…
、
誰

か
が
求
め
る

〈
女
ら
し
さ
〉
か
ら
の
ズ
レ
に

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
、
振

り
回
さ
れ
な
が
ら
生
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
よ
。

「既
存
の
考
え
方
や
常
識
を

一
度
疑

っ
て
み
て
ほ
し
い
」
。

こ
う
話
す
江
口
さ
ん
の
思
想
の

元
に
な

っ
た
の
は

マ
ル
ク

ス

だ
。
高
校
１
年
の
夏
に
「賃
労
働

と
資
本
」
を
読
み
、
日
か
ら
ウ

ロ
コ
が
落
ち
る
よ
う
に
社
会

へ

の
見
方
が
変
わ

っ
た
。
学
内
自

治
を
侵
そ
う
と
す
る
公
権
力
に

疑
間
を
抱
き
、
高
校
生
な
が
ら

大
学
紛
争
に
の
め
り
込
ん
だ
。

「
ひ
と
こ
と
カ
ー
ド
」
は
今

年
で
６
年
目
。
回
答
集
は
２０
に

達
し
、
発
行
部
数
は
６
５
０
と

当
初
の
３
倍
に
増
え
た
。
な
ぜ

こ
ん
な
に
も
悩
む
学
生
が
多
い

嗣
濯
解
¨
Γ
凛
知
に
絲
い

庇ひ「劃

か
ら
離
れ
つ
つ
あ
る
。
だ
か
ら

不
安
が
あ
る
」
と
分
析
す
る
。

高
卒
の
２
人
に
１
人
が
大
学

生
と
い
わ
れ
る
時
代
の
中
、
与

え
ら
れ
る
も
の
に
満
足
し
、
自

分
か
ら
あ
ま
り
行
動
を
起
こ
さ

な
い
私
た
ち
。
自
ら
進
ん
で
改

革
を
目
指
し
た
江
口
さ
ん
の
回

答
だ
か
ら
こ
そ
、
心
が
動
か
さ

れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
関
西
大
３
年
　
村
田
早
希
）

Ｗ
ｋ
ｔ
ｋ

（
ワ
ク
テ
カ
）
　

「
ワ
ク

ワ
ク
テ
カ
テ
カ
」
の
略
。
顔
の
色

つ
や

が
増
す
ぐ
ら
い
希
望
や
期
待
を
膨
ら
ま

関
西
の
大
学
新
聞
の
記
者
が
身
の
回
り
の

ニ
ュ
ー

ス
を
紹
介
し
ま
す
。
感
想
や
情
報
を
■
ド
一
Ｆ
◎
”
∽
”

，
い。ｏ
ｏ
日

へ
ぉ
寄
せ
下
さ
い
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
こ
ち

@キヤンパス


